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10:10 AM - 10:40 AM

離乳期子牛の SARAと粗飼料給与の重要性
*竹村 恵1,2 (1. 山形庄内家保、2. 筑波大院生命環境)

 
１．はじめに 

　亜急性第一胃アシドーシス（ SARA）は，成牛において“1日に180分を超えて第一胃液 pHが5.6を下回る状

態”と定義される（Gozho et al., 2005）． SARAは乾物摂取量，乳量，および乳脂肪率の減少，下痢，蹄葉炎な

ど様々な病態との関連が報告されている．また，これら病態を引き起こす要因として第一胃液エンドトキシン（

LPS）活性の増加，ならびに血中移行と炎症惹起という一連の反応が指摘されているが，報告により結果は一致し

ていない．近年，離乳期の子牛においても成牛と同様に第一胃液 pHの低下が起きることが明らかになった．離乳

の前後には，発育停滞を防ぎ固形飼料への移行を促すためにスターターが多給される．離乳移行期における易発

酵性飼料の多給と，それに伴う粗飼料摂取量の低下は第一胃液 pHを低下させる（Laarman et al., 2011）．しか

し，子牛における SARAの定義はない，つまり，離乳期の第一胃液 pHの低下が生体へ及ぼす影響は明らかと

なっていない．そこで我々は，離乳前後を粗飼料無給与で飼養し，第一胃液 pH，胃内発酵，および代謝・内分泌

機能に及ぼす影響を検討した． 

２．乾草給与の有無が第一胃液 pH，代謝・内分泌機能に及ぼす影響 

　材料と方法：第一胃にフィステルを装着したホルスタイン種雄子牛16頭を供試した．試験期間は7週齢から

10週齢（離乳前1週から離乳後3週）までとし，試験開始時に子牛を粗飼料併給区（粗飼料区）および粗飼料無給

与区（スターター区）に配置した．代用乳（8週齢の離乳まで），スターター，および乾草は1日2回給与し，週齢

にあわせて増量した．試験期間における乾物給与量は両区等量になるよう設定した．第一胃液 pHは研究用に開発

された無線伝送式 pHセンサー（ Y-COWS; 山形東亜 DKK株式会社）を用いて10分間隔で連続測定し，胃液およ

び血液は離乳前1週，離乳時，離乳後1週，および3週の計4回，フィステルおよび頚静脈から採材した． 

　結果：粗飼料区の第一胃液 pHは採食後3時間ほどかけて低下した後増加に転じ，翌朝には前日朝と同程度まで

回復するという日内変化を示した．一方，スターター区の第一胃液 pHは採食に伴う変化が認められず，粗飼料区

よりも低値（P <0.05）のまま持続した．成牛の SARA診断基準によれば，スターター区は試験期間を通して

SARA状態を継続した．スターター区の第一胃液中プロピオン酸割合は離乳後に粗飼料区よりも有意な高値を示

し，スターター区の LPS活性は粗飼料区よりも高い傾向を示した（P <0.1）．血漿成分では，離乳後にス

ターター区の血漿中 AST， ALP濃度が粗飼料区よりも有意に高くなった．また，スターター区の成長ホルモン（

GH）濃度は粗飼料区よりも低い傾向が認められた（P <0.1）． 

３．離乳期における粗飼料給与の重要性 

　離乳の前後に粗飼料無給与で飼養すると，第一胃液 pHは低下したまま持続し， SARA状態となった．この第一

胃液 pHの持続的な低値は，第一胃液プロピオン酸割合や LPS活性の増加を伴うだけでなく，血漿中 AST， ALP濃

度を増加させ，肝臓へ炎症的な影響が示唆された．さらに，成長に関与する主要な内分泌因子である GHの血漿中

濃度は粗飼料無給与により低下する傾向にあった．試験期間における両区の日増体重に差は認められなかった

が，生産性に対する長期的な影響は不明である． 

　以上から，離乳前後における粗飼料の給与は，第一胃液 pHの採食に伴う日内変化を誘導して SARAを防ぐだけ

でなく，第一胃内発酵を含めた健全な代謝・内分泌機能を維持するうえで重要であることが明らかとなった． 

　本試験の詳細は Journal of Animal Science (2019; 97: 2220–2229)に掲載． 
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